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～中丸茂由運営委員長ご挨拶～ 
 
協力員の皆様こんにちは。 

協力員の皆様には、一年間ボランティア活動にご協 

力いただき、御礼と感謝を申し上げます。 

さて、令和６年度を振り返りますと、いまだ新型コ 

ロナウイルスの感染が終息していないことから、各 

施設のボランティア活動が制限されており、協力員 

の皆様に活動していただく機会が減っている状況 

です。 

このため、主なボランティア活動は、個人のゴミ 

出し、認知症カフェ「ひだまり」、「ボランティア学園」 

スタッフ、および一部デイサービス施設の支援等で 

した。 

３月３１日現在の地域支援ネットワークボランティ 

アの登録者数は、女性が９１名、男性が３８名の１２９ 

名ですが、ボランティア活動の機会の減少により、多 

くの方に待機していただいている状況です。 

また、ごみ出し支援要請の協力ですが、支援を希 

望する協力員の方が、支援要請の場所まで行く手 

段が無いなどの理由で、支援を希望されている方 

へ協力が出来なく、大変ご迷惑をかけている状況 

です。 

令和７年度のボランティア活動は、６年度と同じよ 

うな活動内容が予想されますが、協力員の皆様に 

はご理解をお願い申し上げます。  

結びになりますが、ボランティア活動の基本は、 

身体の健康と活動中の安全が第一と思いますので、 

常に意識をしていただきながら、無理せず、楽しく活 

動をお願い申し上げます。 

令和７年度も協力員の皆様のご協力をお願い申 

し上げ、挨拶といたします。 

 

新年度も宜しくお願い致します 
運営委員会一同 

 
中丸 茂由 運営委員長 
皆方 貞子 副運営委員長 
阿部 勇一 委員 
池上 泰子 委員 
小原 大輔 委員 
小林 國弘 委員 
星   聖  委員 

 
 

退任された委員の皆様 
 
國廣  多美子 協力員 
澤井  和年 協力員 
宮森  礼子 協力員 
渡部  妙子 協力員 

 
これまでのご尽力、 
誠にありがとうございました。 
感謝を申し上げます。 

 
 
 

新任委員 
 
小原 大輔 協力員 
 
宜しくお願い致します。 



  

令和７年３月１９日（水）会津若松市文化センターで行われました「令和６年度地域支援ネットワーク

ボランティア全体会議」におきまして、地域支援ネットワークボランティア表彰式が行われました。 

令和６年度は４６名の方が受賞されました。受賞者の皆様。誠におめでとうございます。 

会津若松市長 表彰状 （１６名） 

池上 泰子 様 池田 享子 様 石塚 善継 様 川副 八重子 様 

木村 由美子 様 小林 欣一 様 小林 國弘 様 澤井 和年 様 

塩田 米子 様 鈴木 良助 様 髙橋 壯治 様 髙橋 朋幸 様 

田中 克子 様 芳賀 有子 様 武藤  訓 様 星   聖  様 

会津若松市長 感謝状 （１１名） 

阿部 勇一 様 遠藤 和夫 様 國廣 多美子 様 小林 純一 様 

曽根 洋子 様 外島 喜水 様 中丸 茂由 様 星 ふみ子  様 

三星 有子 様 皆方 貞子 様 渡部 次男 様  

地域支援ネットワークボランティア運営委員長 奨励賞 （１９名） 

赤城 範子 様 阿久津 チカ子 様 阿部 里香 様 岩橋 茂 様 

遠藤  浩 様 小椋 孝子 様 金田 幸子 様 小柳 キヨ子 様 

齋藤 美知子 様 齋藤 由紀 様 佐藤 明男 様 鈴木 和子 様 

田辺 洋一 様 二瓶 可鈴 様 長谷川 里紗 様 星 浩子 様 

宮森 礼子 様 矢部 喜代子 様 渡部 妙子 様  
全体会議の内容につきましては、ご欠席の方には既に当日の資料を送付させて頂きましたので、 

  そちらを持ちましてご報告とさせて頂きます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の協力員数

（R7.5.1現在） 

男 性 ３７名 

女 性 ９１名 

合 計 １２８名 

≪ 編集後記 ≫  運営委員 Y・I 
６２年ぶりの災害救助法適用の冬でしたね。 

皆さん、大変ご苦労された事と思います。 
今年こそ、災害の少ない一年となるよう願っています。 
ようやく草木が芽吹き、春の訪れです。桜の便りから、 

新緑への季節と移り変わっています。私達も心新たに生き 
たいものですね。 

    
 「私にとってのボランティア活動とは」  小林 純一 協力員  

 
      私はこれまで２０年以上色々なボランティア活動をしてきましたが、ボランティアならで 

はの素敵な人との出会いが私自身の人生を豊かにしてくれていると思います。 
豊かな人生とは、人からの優しさや思いやりに気づいて素直に感謝し、奥深い喜びを感じて日々 

を送ることではないかと思います。人に優しくすると人からの優しさにも気づきやすくなります。 
また、自分一人の愉しみより、相手の笑顔と「ありがとう」の言葉に喜びとやりがいを感じます。 
私がこれまでお世話になった多くの人達への感謝の気持ちを、次の誰かへ伝える思いやりの順送 

りができればと思います。 
「生産性」という物差しで、人間の価値を計るような風潮が強まっていますが、その人の生産性と 

は何でしょう。自分だけのために生きていてはゼロでは？人のために何が出来るかが問われている 
と思います。人のために出来ることはそんなに多くはありません。ゴミ出しや雪かきなど身近で些細 
なことが待っています。ボランティア活動は、あなたの人生に広がりと深さが増すものと思います。 

 
 
 
 

【事務局より】 
令和７年度よりボランティアニュース発行が年３回（５月・９月・R8/１月）となりました。回数は減りますが、 

心を込めて作成して参ります。引き続き宜しくお願い致します。また、ボランティアニュースに寄稿されたい方は、
お気軽に事務局までお問い合わせ下さい。最後に、運営委員をご担当下さる協力員の方を募集しております。詳しく
は事務局、又は各運営委員にお気軽にお問い合わせ下さい。（事務局／中島・塩野 電話０２４２－３９―１２９０） 


